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＊ご本人の希望により広島大学教育学部紀要論文を再録いたします。

はじめに

イギリス（本稿ではイギリスの中でイングランドとウェールズに検討の対象を限定する）

では、日本と同じように小学校ではたいてい学級担任の教師が体育科の授業を指導する。

またイギリスの初等教員の養成は、大学やカレッジ、ポリテクニークという高等教育機関

内に設置された教員養成課程でおこわれ、1970年代以降、教員資格の取得には学士号の取

得が前提となってきた')。これらは日英両国の初等教員に共通した点である。

一方第２次大戦終了後、イギリスの高等教育機関に設置された教員養成課程の認定は、

大学が最終的に責任を持つ地域教員養成機構(AIEaTrainmgOrganaization)によって自律的

に実施されてきた。この制度は、教育職員免許法に基づき文部省が大学の教員養成課程を

認定する日本とは異なったものであった。しかしながら、1984年に教育科学大臣が承認の

権限を有する教員養成課程の認定制度が発足し、教員養成課程の内容への政府の統制が強

化された。また、1988年に公布された教育改革法によって義務教育段階の公立学校にナショ

ナル・カリキュラム（NationalCuITiculum、以下ＮＣと略す）が導入された。そして、その

NCの内容を実施する力量の養成が教員養成課程に要請されるなど、現状では政府による

教育政策が教員養成課程の内容に強い影響を及ぼしている2)。

このように近年のイギリスは、義務教育段階の公立学校のカリキュラム制度や教員養成

の認定制度に中央政府の権限が強化されるという点で、日本との共通性を深めている。そ

こでイギリスの近年の教員養成改革の動向を検討することを通じて、体育科指導の力量養

成という点から日本の初等教員養成課程が進むべき改革の方向を考えるための示唆を得た

いと考える。

以上の問題意識に基づいて本稿では次のように課題を設定する。つまり、1984年以降実

施に移された教員養成課程の教育科学省（DepaItmemofEducationandScience、以下DESと

略す）による認可制度と1988年の教育改革法に基づき導入されたＮＣの制度が、初等教員
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養成課程の体育科目の時間数や内容に与えた影響を明らかにすることである。

11980年代の小学校の体育科と初等教員養成課程の実態

①1980年代半ばの小学校の体育科の実態

勅任視学官（HerMajesty'slnspector、以下H皿と略す）の1984年から85年にかけての調

査報告によれば、イギリスでは、通常小学校の体育科の指導は学級担任の教師によって行

われる3)。イギリス体育協会(PhysicalEducationAssociationofGrEatBritainandNorthem

IIdand，以下PEAと略す)の報告書によれば、一般にイギリスの小学校では英語と数学以外

の教科はトピック学習等の総合的な活動として時間割がくまれるが、体育科は特別に時間

割が設定されていることが多い。通常、その配当時間は全体の10％であり、ある州では

20％も配当されていたと指摘されている4)。ただし、1988年の教育改革法によるＮＣの施行

以前には、全国の小学校のカリキュラムの統一した標準がなかったこともあり、一部の学

校を除き、様々な運動がバランスよく含まれ、継続的な進歩を保障した指導はなされてい

なかった5)。

②イギリスの初等教員養成課程における体育科目の概要（1980年代半ば）

ＨＭＩの報告書6)によれば、1980年代半ばの教員養成課程の科目内容は、教職専門

(educationalstudies)と教科教育法(cuIriculumsmdies)、教科専門(subjectstudies)であり、これ

に学校での教育実習(scoolexperience)が加えられる。初等教員の養成課程ではこの教科教

育法の科目として実技を中心とする体育の授業がたいてい必修とされている。これに加え

て、教科専門でも体育の授業が行われているが、これは選択科目である。ちなみに教育学

士課程の初等教員の養成課程において教科専門で体育を専攻する学生は、1984年で300人

弱いるとされている。（図１参照）

これらの開設時期は養成課程により多様であるが、いくつかの類型がモデルとして示さ

れている。例えば、４年制の教育学士課程の場合、上記の種別の授業を並行して4年間履修

する型（図２参照）と教育実習を3年に集中して実施し、その前後に他の授業を並行して

履修する型（図３参照）である。また大学か総合技術専門学校で学士を取得した後に教員

資格を得たい者の通う1年間の学卒後免許課程（以下PGCE課程と略す）の場合は、図４に

あるように、教科専門の時間が無く、１年間の半分の期間が教育実習に当てられ、そのあ

いだをぬって、教職専門と教科教育法が配当されることになる。

その結果、教科専門で体育を専攻しない多数の学生は、教員養成課程では教科教育法で

必修とされた実技を中心とした体育科目を履修し、学校での教育実習を経験することで教

員免許を取得し、小学校現場で学級担任として体育の授業を指導することになる。
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１１１９８０年代前半のNC導入以前の初等教員の養成課程における体育科目の設置形態の

概略

①初等教員養成課程における体育に配当された必修時間（1980年代前半）

DESによる体育の教員養成の計画立案では、非専門者のコースに最低必要な時間配当と

して60時間が提言されている。そこでMawerらの調査7)に基づいて筆者が作成した表ｌに

よれば、教育学士課程で60時間以上配当された学校は、1977年の12％から1983年では23％

に増加している。ＰＧＣＥ課程では1977年にすべての課程が30時間以下であったが、１９８３

年には15％の課程が30から40時間に増加している。ＰＧＣＥ課程で1977年に７校あった体

育の必修時間のない課程は、1983年にはなくなっている。調査に返答のあった養成課程数

が限られているのでイギリス全体の傾向を必ずしも代表したものとはいえないが、これら

の結果は、1977年から1983年にかけて体育科目に配当された必修時間数の増加を示唆して

いる。

②初等教員養成課程における体育コースの内容（1970年代後半と1980年代前半）

ここでは、Mawerらの研究8)によって、1970年代後半から1980年代前半にかけての体育

コースの内容の変化を明らかにする。

（１）実技

教育学士課程の1983年の調査結果（表２，３，４，５参照）によれば、大多数の養成課

程が、体操とゲーム、ダンスの教授を含んでいた。ただし、水泳の教授は、２５校のうち１５

校の学校（60％）のみが提供しているにとどまっている。1977年と1983年の調査の結果

を比較すると、体操コースが時間配当のある時間数が同じであるのに対して、ケームの教

授（陸上競技を含む）とダンスがわずかに増加していることがわかる。

またＰＧＣＥ課程では、1983年調査でコースの項目に回答のあったのは6校にとどまっ

たが、１年間の課程では体育の各領域に10時間以上さくことはほとんどないことがわかっ

た。

（２）理論

1983年調査に回答した学校の23％にあたる9校が体操、ゲーム、陸上、水泳、ダンスに

加えて、教育学士の専門(Bedprofessionalcourse)の一部として体育の理論的な側面例えば、

「初等体育の現代的問題」「一般的な動作の原理の教授」「カリキュラム理論」「健康教

育」などを設置していた。この授業は体育科目の枠内に置かれ、そこに配当されている時

間は、３時間から20時間と多様であった。

（３）選択授業

1977年の88％と比べて、1983年調査では28校のうち26校（93％）の学校が、体育教授の

選択付加コースを設置していた。
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その内容は、ダンスとゲームと「初等体育」（primaryPE)が最も共通したコースであり、

少なくとも６校がそれを設置していた。他には、ダンス／ドラマ、水泳、表現技術、体操、

野外活動、陸上運動が設置されていた。

さらに、１５の学校（54％）で全国スポーツ統括団体の判定による初等、ミドルの養成学

生のためのトレーニングコースが設置されていた。多くの教員養成課程ではその中で、ス

ポーツ研究、スポーツ科学、ヒューマン・ムーヴメント研究等を設置していた。

③初等教員養成課程の授業と学校での教育実習との関係（1980年代前半）

Mawerらによれば、1983年にDESから次のような指示が出され、学校での教育実習と養

成機関での専門研究を結合する方向が示された9)。

「教員養成の教育と専門的要素は、先ず始めに学生に基礎的な専門技能を十分に習得さ

せる教授経験を準備するべきである。これは養成機関に基礎づけられた教授と研究を通

じてはもちろんのこと、学校での経験と教授実践を丁寧に構築することを通じて達成さ

れるであろう。学校での実践的な経験は断続的な場合とひとまとまりの実践の場合の双

方があり、観察の経験の提供を含み、学級全体への課業の組織と計画のための責任はも

ちろん、小さなグループへの教授も含んでいる。」

PEAの調査に回答を寄せた教員養成機関の教育学士課程は、こうした指示を受けて改善

を行っている。つまり、1977年に30％みられた教育実習前に養成機関での授業を行わない

タイプが、1983年にはなくなったということである。これらの結果を受けて、Mayerらは、

回答をよせた教育学士課程全体について次のように指摘している。

「1977年の調査と比べれば、個人指導と集団指導で裏打ちされた、カレッジを基礎とし

た課業と学校を基礎とした課業の継続的な組合せを学生に提供するように計画された学

校がいくつかみられるが、そのようなコースを計画することが困難な学校もかなりまだ

あるのである。」’０）

イギリス全体の養成課程の動向を示すものではないが、教育学士課程の養成課程では授

業と学校での教育実習を何らかの形で結合する努力が進められつつあることが示唆される。

④DESの指導に関する初等教員養成課程の体育教官の見解と改善の方向

PEAが行った1983年の調査では、体育の専門コースの最低限の時間配当に関して養成機

関の体育教官が次のような見解を示した'１)。つまり、「非専門的なジュニア・ミドルの教

員の体育養成に与えられる時間のもっと公式の数字を確かにするＤＥＳ（教育科学省一一

引用者註。）のいくらかの指導を望んでいるかどうか」という項目に対して、７５％の人

たちがそう思うと答えた。また教官の多くは、養成された小学校教員の多くが自分の学級

で行う体育の仕事に対して十分に訓練されていないというコメントをつけていた。
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また、４人の教官がDESの指導に反対したが、その中にも配当時間の最低限の量が政策

化され、DESの指導を援助を重点とすることには同意した人がいた。そして、４１時間より

も少ない時間のみ体育科目に配当している養成課程の多くは、DESの指導の必要を強く感

じたコメントを回答していた。

こうした調査の結果を受け、Mawerらは、時間の増加が必ずしも質の向上を導かないと

しつつも、少なくとも初等教員を養成する課程として最低60時間の配当が必要であると勧

告している。ただし、MawerらもPGCE課程に関しては、６０時間の確保は無理であり、

PGCE入学以前の専門課程で必要な体育コースを履修すべきであるとしている。

また、1982.83年調査で回答のあった93％の課程で必修時間以外の体育の選択コースを

提供していたことにMawerらは注目し、養成課程の学生の興味と学習要求を満たす体育の

選択コース設置の重要性を指摘している。

ＩｌＩＮＣ及び課程認定制度の導入による初等教員養成課程における体育科目の変化

①NCの導入とそこにおける体育の位置

1988年の教育改革法に基づいてＮＣが、イングランドとウェールズに導入された'2)。こ

のNCの導入により、体育(physicaleducation)は、公立の義務教育学校で必修教科とされた。

NCは、必修教科の到達目標と学習プログラム及び評価の手順を規定しているが、体育科

の場合、その到達目標は大綱的である。また、学習プログラムも体操、ゲーム、陸上、ダ

ンス、野外活動、水泳という運動領域は法令で規定しているが、教材となる種目の種類や

程度は法令では規定せず、学校や教師の自由選択にゆだねられている。また、水泳は初等

教育段階のみ設定されている13)。体育のNCは、1992年に小学校から順次実施に移されて

いる'4)。

②教育科学大臣による教員養成課程の課程認定制度の発足

1984年、教育科学大臣による教員養成課程の課程認定制度が導入された'5）。そして教育

科学大臣がこの課程認定を行う際、その課程が規準に適合しているかどうかを判断し、認

定の是非を提案する機関としてＣＡＴＥ(CouncilfbrtheAccIcditationofTeacherEducation、

以下ＣＡＴＥと略す)が設立された。ＣＡＴＥの課程認定制度は、1989年と1992年の２回

にわたって規準と機構の改訂・改組を行った。

ＮＣＣ（NanonalCumculumCouncil、全国カリキュラム評議会、以下NCCと略す）の出版

した解説書によると16)、1989年に出された教員養成課程の資格認定規準の中に、ＮＣの実

施に対応した力量の形成が求められている17)。この中で次の２点が、初等教員の養成課程

にのみ特に必要な事項として記してある。

ｌ）「教科内容と教授方法の知識」に関して
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・学生が養成される学校に対応するキー・ステージに適切に、ＮＣの到達目標のレベ

ルの十分な範囲に関して子どもたちを教え評価できるように、中核教科に関して教

科の十分な知識を持つこと

・専門家でない他の基本教科に関しては、仲間の支持と援助によって、キー・ステー

ジ１の到達目標レベル３とキー・ステージ２の到達目標レベル５へと生徒を教授し

評価できるように教科の知識を十分持つこと。

・専門の教科の知識と教授方法に関して専門家でない仲間にアドバイスできること。

２)同じく「教科内容と教授方法の知識」に関して

・他の学生や教員や講師と勉強しているときにカリキュラムリーダーや教科のコーディ

ネーターの役割に気づき、できればその役割を引き受ける。

．学部段階の教員養成課程において教科の専門研究の授業でその研究を専攻するよう

に、ＮＣの教科のどれかひとつの教科の内容を十分にカバーすること。

第１点は、初等教員の養成課程に対して、卒業生がNCの中核教科を十分に、また基本

教科に関しては法定のレベルまでは教えかつ評価できるように幅広く教科の学習を保障す

る内容を求めている。また第２点では、特定のひとつの教科に関して専門家となること、

さらにカリキュラムリーダーの役割を将来果たすことができるための準備をさせることを

求めている。養成機関は、この規準に応じて、中核教科を中心にNC全体の教科の幅広い

内容を教科教育法として履修させるとともに、専攻する教科の深い学習を教科専門として

同時に備えた種々のコースを設定しなければならなくなった。

1984年及び1989年に出された認定基準は、養成機関に幅広い初等カリキュラムの教授に

備えて教科教育法で英語、数学、理科に各100時間を配当することを求めていた。また４

年制の教育学士コースは、たいてい教科専門を１教科から３教科設置し、小学校での特定

教科のカリキュラムリーダーを養成していた'８１。教科教育法として十分配当時間が確保で

きていない英語、数学、理科以外の教科の「教科内容と教授方法の知識」は、教科専門と

してその教科を履修した一部の教員が習得することになる。そして彼らがカリキュラムリー

ダーとして、他の教員を援助することにより、学校全体として小学校カリキュラム全体の

「教科内容と教授方法の知識」を確保しようとしていたのである。

この時期の教員養成課程の内容を視察したＨＭＩによれば、1984年及び1989年の基準に

照らせば、視察した20の初等教員養成コースは、英語と数学の100時間の確保の達成をは

じめとして初等カリキュラムをカバーするように改善されてきているとされた。また、

1987年に出されたHMIの報告沓'即から「教員養成課程が教師の専門的な仕事のすべての側

面を十分準備できると考えるのは理に合わないことだ」という箇所を引用して、教員養成

課程はその後に継続する教員養成の第１段階であることを確認している。この確認の上に

立って、「問題は養成機関の質にあるのではなく、この国の新任教師への期待が高すぎて
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負担をかけすぎていることにあるのである」として、「CATEは教員養成機関の問題解決

に援助は惜しまないが、初等教員の教員養成に適切に期待されうることには限界があると

最後に結論づけている20)。

③1989年の課程認定基準により認可された初等教員養成課程の実例

それでは、小学校の体育科のカリキュラムリーダーを養成するためには、教員養成課程

にどのような教科専門のコースが設置されていたのであろうか。一例としてイングランド

南部のプライトンに位置するプライトン大学の教育・スポーツ．レジャー学部２１)に設置さ

れた初等教員の養成コースの場合を取り上げてみる。

1995年度入学生用の大学学部紹介によれば、このコースは、入学前に選択する低年齢コー

スと高年齢コースの二つに区分されている。このどちらのコースにも共通して、学生は選

択科目として2つの教科専門を選ぶことになる。つまりこのコースの卒業生は、２つの教科

の専門家としての力量を備えた小学校教員になることが期待されている22)。

1993年５月に認可された1994年入学生用の生徒の4年間の履修計画のモデル（図５参照）

によれば、教科専門として選択した2教科は、１年生の後期に各教科2モジュール（56時間

のチユーター指導と112時間の自習で合計168時間）と２年生の前期と3年生の前期にそれぞ

れ各教科3モジュール（84時間のチユーター指導と168時間の自習で合計252時間）、そし

て4年生の後期に各教科lモジュール（28時間のチユーター指導と56時間の自習で合計84時

間）履修される。教科専門の授業はこれに加えて、１年生後期に情報教育・学習技能の授

業にｌモジュール（同前）、論文指導の授業に3年生後期1モジュール（同前）、４年生後

期に2モジュール（56時間のチューター指導と１１２時間の自習で合計168時間）配当されて

いる。

教科専門として選択する2教科は、次のＡ、Ｂ，Ｃの各ブロック内から2ブロックを選ん

で、２ブロックからl教科づつ選択することになる23)。

Ａ：体育、技術工学(teclmology)、地理学

Ｂ：自然科学、宗教学(ReligiousStudies)、歴史、美術(Art）

Ｃ：英語、数学

この教科専門の選択教科としての体育科の内容を以下抄訳する24)。

教科専門：体育

体育の教科専門では、身体運動(phisicalacyivity)に人間が参加することを応援する諸原則と諸理論

にしっかり立脚した学生を供給することが意図されている。その内容と接近方法は、初等学校の教

員になることを意図して適切なように選択されてきた。しかしながら、このことは計画されたモ

ジュールの多くを研究する機会を受けることから、他の人を排除するものではない。
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プログラム全体が、興味や情熱、身体的能力、体育の詳細な知識や理解、体育への関心を開発す

るように努めている。

これまで、スポーツと身体運動の現在ある姿と将来の発展の文脈の中で、学生が特別に適用すべ

き教科の諸側面に焦点化することを慎重に意図してきた。

プログラムの学習経験の接近方法は、学生の学習についての諸原則と教科それ自身の要求に関連

している。

学生がチューターから独立して、読書や思考、実践等を発達させることが重要である。学生たち

は、仲間とのグループでの学習を支援する様々な方法によって自分自身の専門意見を発達すること

を学ばねばならない。とくに実践的な文脈の中で、専門意見の多くが小さなグループの中に存在す

る必要がある。コースが成功的に遂行されることがかなりの程度効果的なグループの力動性に依存

しているので、そのような活動のための準備が計画されている。

コースの構造は次のものからなっている。

ｌ）「学校での学習プログラムや試験のシラバス以上にひろがるその教科の知識の広がりと深さ

を」という教育省の要求。

２）初等学校の教員を意図するのに適切なようなやり方の内容をという考え。

３）ある範囲の学問分野の知識を拡げることによって、それ自身のために実践的な活動を追求す

るという信念。

４）鍵となるいくつかの理論的諸問題が身体運動への人間の従事を補強するし、身体運動に時間

をさくことにより、身体運動への人間の従事が卓越したものになるという考え。

５）我々の社会や他の社会にあるスポーツのための枠組みが我々や彼ら自身の行動を理解するた

めに大切であるという考え。

学生は必修の6モジュールに選択の3モジュールを補足して履修することを要求される。

必修のモジュールは、すべての学生が教科の実践と理論の双方の理解を幅広く行うことを確実に

する。選択のモジュールは、２年か３年に加えて４年に履修するが（学生が決定）、学生が個人的

な関心を発達させるように更なる範囲のものを与えるであろう。
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実技科目１（レベル１）、実技科目２（レベル２）、実技科目３（レベル２）

（セメスター２と３と５）

このモジュールは体育に共通に関連した学習の６領域（ボールゲーム、体操、ダンス、陸上運動、

水泳、野外活動）に及んでいる。実技科目１と２は、それぞれ順番に領域が課されるが、実技科目

３の学生はもっと個人的な発達のための選択を許されている。

技能発達と運動学習（セメスター２）

情報処理過程の枠組み内部での学習と実技に影響を与える要因に焦点化した技能の特質とその獲

得の考察。レベルｌが必修。

知覚運動能力の発達（セメスター３）

この内の1,5モジュールは教科の応用分野である。子どもたちに価値のある運動経験を計画し実施

するために、学生は子どもたちが学習し身体運動に参加することに影響を与えるであろう子どもた

ちの発達の諸側面に考慮を払うであろう。それから学生たちはひとまとまりの学校経験のための計

画に関連して子どもたちの発達の諸側面のことに考慮を払うことであろう。レベル２まで必修。

身体運動の生物学的基礎（セメスター３）

身体運動に関連した生理学的過程の原理の知識と理解を発達させるモジュール

レベル２が必修。

又は（人数にもよる）

運動(exercise)と健康（セメスター３）

運動(exeIcise)や体力、健康の間の関連に特に関係して、現代の健康上の諸問題が調査さ

れるモジュール

レベル２が必修。

体育のカリキュラムの実行（セメスター５）

体育のカリキュラム専門家になることがこのモジュールの第１の中心。レベル３まで必修。

スポーツと身体運動の社会文化的な視点（セメスター５）

スポーツと身体運動の経験の社会的構造は、一連の内部で関連した社会文化的な要因によっ

て影響を受けている。このモジュールは、現代の身体文化の考察のための基礎を学生に供給す

るためにこれらの諸問題を調査する。

レベル２が認可される、（そしてレベル３のための事前の学習となる）

又は
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スポーツと身体運動の社会心理的な観点（セメスター５）

行動的なライフスタイルの採用は、健康と幸福のための重要な要因として求められてい

る。このモジュールは、学校時代の青少年に焦点化し、スポーツへの青少年の参加や、それ

らをやめたり逃げ出したりすることに影響を与える要因を考察する。

レベル２が認可される、（そしてレベル３のための事前の学習となる）

個人的なプロジェクト（セメスター８）

このモジュールはレベル２のモジュールから伸展してきた問いを特定の方向に追求する

ことを望むすべての学生に機会が提供されている。

例えば、健康と運動(exe1℃ise)の問題がそのような関心をすすめるかもしれない。

レベル3が認可される。

又は（人数にもよる）

スポーツと身体運動の批判的分析（セメスター８）

スポーツはイギリスの文化の重要な役割、いや本質的な役割を果たしている。このモ

ジュールは、学生が次のようなことをできるようにする。つまり、ある仮説や意欲を密き

立てる決まり文句に対面して、イギリスの社会に於けるスポーツについて知らされ、批判的

な判断を行うことである。このモジュールは、スポーツと体育の間の相違から生じる諸問題

を提案し、スポーツと体育への子どもたちの参加や地域社会内部の異なった専門機関の及ぼ

す効果を提案する。

レベル3が認可される。

このプライトン大学のシラバスの特徴はまず第１に、ＮＣに示された6領域の実技能力の

習得のための授業と小学校カリキュラムの作成に必要な理論的な学習のための授業が共に

時間配当されている点にある。第２の特徴は、実技が先行して理論がそれについていくと

いう時間配当の順序にある。

第３に、実技の授業と理論的な授業の双方に順序性が設定されている点も特徴として指

摘できる。つまり、実技は２セメスターと３セメスターで６領域の運動すべてを履修し、

５セメスターになると個人の選択で種目が決定される。理論は、２セメスターで実技と関

係の深い運動学習の考察に始まり、３セメスターで運動生理学や健康という観点から知識

を深め、５セメスターでスポーツと身体運動を社会文化的な視点や社会心理的な視点から

考察することになっている。そして、最後の８セメスターで学生は、これまでの学習の成

果に立って個人的な研究を行うかスポーツと体育との相違を踏まえてイギリス社会におけ

るスポーツに関する批判的判断をおこなう授業に参加することになる。

理論的な授業の詳細な内容は不明であるが、このシラバスによっても、次のような傾向
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Iま指摘できるであろう。つまり、理論的な授業は、運動生理学やスポーツ社会学等のスポー

ツの科学的研究の成果を体系的に学習するよう構成されてはいない。それよりむしろ、運

動技能の習熟や健康の維持、増進、青少年のスポーツ参加及びドロップアウト、スポーツ

と体育との相違等、小学校教員が直面する問題を体育・スポーツ諸科学の成果を踏まえて

考察するという構成になっている。

④1993年に出された教員養成課程の資格認定規準の内容

1992年の改訂後、1993年11月に初等教員養成課程の新しい認定規準が発表された。この

新しい規準は、1994年９月以後の新しい課程認定に適用される。また'996年の９月までに、

すべての初等教員養成課程に対して、この新しい規定に適用する改訂を実施することが求

められている25)。

この規準の改訂の特徴は次の４点とされている26)。

ｌ：学校で過ごすべき時間数の増加。

２：実践的教授能力の開発の重視。

３：ＮＣの中核教科（英語と数学と理科）のコースへの時間配当の増加。

４：入学資格の明示。

この４点は、教員養成課程と学生を受け入れる学校の双方に対する規準に具体化されて

いる。そして、教員養成課程の内容に対する規準は、教科教育法(cumculumstudies)と教科

専門科目(subjectstudies)の内容、さらには学校での学習(school-basedwork)に関して提案さ

れている。

まず教科教育法と教科専門科目に関しては、次のように時間配当が指定されている。つ

まり、ＮＣの中核教科の英語と数学と理科に必修時間として各150時間を確保し、英語の読

み方に少なくとも50時間、算術の教授に少なくとも50時間配当する。次に、学校で行う教

育実習の時間の最低規準が、それぞれ次のように増加される。つまり、４年生の教育学士

課程では20週間から32週間へ、３年課程では15週間から24週間へ、ＰＧＣＥと２年課程では

15週間から18週間へということである27)。

あらに、このサーキュラーには認定規準に加えて、期待される課程のモデルが示されて

いる。例えば、教育学士課程のモデルは、教科教育法と教科専門の授業にＮＣの中核教科

を必ず含めて６教科のコースへ時間配当をすることとし、従来１つか２つの教科へ時間配

当をしていた教科専門の変更を求めている。そして、教育学士課程の期間に関して、４年

制より３年制の期間の課程設置が望まれると提案されている。つまり、中核教科を中心と

した教科教育法とカリキュラムリーダーとしての教科専門の双方を履修する４年間のコー

スではなく、教科教育法と教科専門の区別なく６教科の履修を３年間で行うというモデル

が提案されたのである28)。
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こうしたモデルの提案の背景には、期間の短縮化による費用の削減という意図がみてと

れる。このモデルは、認定規準とともに、実際の教員養成課程の内容に大きく方向付けを

与えると予想される。

⑤NC及び課程認定制度の導入による初等教員養成課程における体育の変化

次に、これらの政府の政策が、1990年代前半の教員養成課程における体育科目の時間配

当や内容にどのような影響を与えたかを明らかにする。

1993年９月にDFE（教育省、DepartmentfbrEducation、以下DFEと略す）は、「イギリス

の教員養成の改革に関する提案」（DFE＆TheWelshOffice，meGovemmemams肋posajs

ibrtheRejbImoflnjlIamgachermjnjngUhj“Kjngdb⑪FE,1993.）を発表した。Capelらは、

これまでの教員養成の改革の方向をふまえて、この提案による教員養成政策の転換の鍵が

以下の２点にあると指摘している。それは第１に、教室で効果的に経営し、指令を維持し、

教授するための教科の知識と専門性と個人のスキルという「能力(competences)」を学生に

身につけさせるコースの必要であり、第２に学校（実習）の時間の増大や責任増加の援助

のための財源確保を含む教員養成での学校（実習）の役割の増大である29)。

そして、体育の授業はこの改革から次のような影響を受けているという。つまり、まず

学校で過ごす日数が増加し、PGCE課程を中心に体育の授業時間数が減少することになる。

次に中等教員養成課程も含めて、体育コースの施設の建設と維持に費用がかさむことが、

経費の削減や効率的使用が強調される養成機関で、体育の担当者への運営上の圧力を生ん

でいる。さらに初等教員の養成課程においては、利用できる時間と施設が限られた中で、

多くの時間が英語、数学、理科という中核教科の訓練に配当され、体育などの基本教科に

配当される時間が減少せざるを得なくなるという30)。

実際、PEAの高等教育機関グループが1993年に行った調査によれば、回答のあった初等

教員の養成課程を持つ40の学士課程のうち、８０％が体育科目に対して16時間から40時間の

時間配当しかしていなかった。そして、その内5％にあたる2校の時間配当だけが専門家の

勧告した60時間に達していた。またPGCE課程では、回答した機関の76％が、体育科目に

対して25時間より少ない時間しか配当していなかった３１)。

この結果を先の1977年や1983年の調査結果と比較すると（表１参照）、教育学士課程で

は、４０時間以下の少ない時間しか配当していない養成課程の割合が、1983年の2倍近くま

で増加し、1977年とほぼ同じレベルに戻っている。そして、６０時間以上の多い時間を配当

している養成課程の割合が、1983年の4分の1以下、1977年の2分の1以下に減少している。

PGCE課程に関しては、２５時間以下の少ない時間数しか配当していない養成課程の割合が

1983年とほぼ同じ程度である。これは、配当時間の少なすぎる状態が改善されていないこ

とを示している。
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1993年の調査結果から体育科目の内容をみると、学士課程ではゲーム、ダンス、体操に

は多く時間が配当されているが、水泳や野外活動、陸上運動は実施されても1から5時間程

度と報告されている。また、PGCE課程ではゲームや体操、ダンスに1から１０時間、他の運

動にはlから5時間しか配当されず、水泳と陸上、野外活動は50％の課程が実施していない

という現状である3a。この結果を見る限り、pGCE課程はもちろんのこと教育学士課程で

さえ、この調査で回答のあった養成課程においては、ＮＣが要求している6領域の運動を十

分体育科目の授業で履修させているといえないことがわかる。

1993年のこの調査の実施者は、その結果を1983年のPEAの調査の結果と比較して、この

１０年間で体育全体及び個々の運動種目への配当時間が本当に減少していると指摘している。

そして、教員養成の改革の方向である学校での実習時間の増大が、ＮＣが要求する適切で

幅広くバランスのとれた体育のカリキュラムを指導できる未来の教師の養成を圧迫してい

るとして、こうした政策の方向性に疑問を呈している33)。

1993年に出されたOFSTED（1992年に田Ⅷが改組されてできた学校の視察専門の視学官）

の報告書は、上記のPEAの調査結果と同じ結果を示している。つまり、８校の初等教員養

成課程の視察の結果、1993年の認定基準の実施により、ＮＣの中核教科以外の基本教科の

授業への配当時間が不足し、その教科の教授内容や教授方法の知識の習得が不十分になっ

ていると述べている34)。

その報告書では、教科教育法における基本教科への配当時間の不足を改善する方法とし

て、「学生のプライベートな時間以外の時間で養成機関と学校で過ごす時間」（directed

smdytimeandtimeinschoo1s)を学生がどのように使用するのかをコントロールし、その時

間を教科教育のコースの内容により結合するように指導することをあげている35ﾘ。つまり、

教育実習や教科専門を含めた養成課程の授業や演習や実技や実験すべてでその基本教科の

内容を補足するというのである。ただしこの指摘は、時間枠がなく指導責任が不明確とい

う意味であまりに無責任な提案のように思われる。

また、教科教育の授業形態は、学生が受け身になる講義形式より学生が活動に参加する

形態が推奨され、より実践的な性格が求められている。報告書には良い例として、大学の

指導教官が学校の児童に実験授業を行い、学生がそれらの授業を分析する授業があげられ

ていた。ただし、体育のような実技教科はそのような授業の実施には限界がありがちだと

されている36)。

おわりに

以上の検討の結果、次の諸点が明らかになった。

体育の授業は、小学校では時間配当されながら、将来それを担当する力量を養成する初

等教員の養成課程では十分時間配当がなされていなかった。1970年から1980年代の前半に
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かけてこの状況が改善され、教員養成課程の必修の体育科目の時間数が増加し、実技種目

のうちケームや陸上、ダンスなどの時間数が増加した。また、実技に加えてカリキュラム

理論等の理論的な授業が開講され、選択科目として体育科目を充実することとあわせて、

指導能力を向上するための改善の方向が出されてきた。実際に、教科専門の体育を選択科

目として履修させることにより、小学校教員の中に体育のカリキュラムリーダーを養成す

る試みもなされていた。その事例として取り上げたプライトン大学では、教科専門に実技

の授業と共に体育科の指導上問題となる課題を考察する理論的な授業が設置されていた。

教員養成機関の体育関係者は、ＮＣやCATEによる標準や規準の設定が、教員養成課程の

体育科目の配当時間の増加につながることを期待していた。しかし実際は、初等教員養成

課程の教科教育の授業に関しては、英語や数学、理科の中核教科の重視が、むしろ体育科

目の授業時間数の減少を招いている。また、1993年のＣＡＴＥの認定規準で推薦された3年

制の教育学士コースが普及すれば、初等教員養成課程で特定の教科のカリキュラムリーダー

を養成することが困難になり、小学校で体育のカリキュラムを編成する主体の育成に困難

が生じることになる。加えて、市場の原理を導入するという政策のもとで、養成機関に対

して経費削減の要求が出され、施設、設備の設置や維持に経費のかさむ体育科の授業の運

営が困難になっている。公立の学校教育におけるNCや教員養成の課程認定制度の実施は、

体育科の科目に関していえば、教員養成課程の改革を困難にしているといわざるを得ない。

本稿ではイギリスの初等教員養成課程における体育科目の改革から示唆を得るために、

教科専門の選択必修科目として体育を設置している一例としてプライトン大学を取り上げ

た。プライトン大学の場合のように、教科専門として体育科目を置くことは、小学校教員

の中に体育科のカリキュラムリーダーを養成するという点で有効な改革と考えられる。た

だし、日本の初等教員養成課程の改革への示唆という課題に照らせば、この事例に限って

も給与別、常勤・非常勤別、専攻別、性別のスタッフの人数構成に始まり、体育施設・設

備の整備状況等の事実が不明であり、そうした事実が明らかにされる必要がある。これら

の検討は、今後の課題としたい。

＜註＞

1)高野和子「イギリスの教員養成はどうかわってきたか」山田昇他編『初任者研修で何がかわるか」

教育資料出版会,1987年,pp・'55-186.

2)同上．
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4)Ibjﾛ.,p・'2.

5)Ibju
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７)MickMawerandBrianHead-Rapson,，PmfessionalCouIsesinPhysicalEducationfOrNon-Specialist

P耐maIyandMiddleSchoolTもachers:AReportofthel977andl982/８３PEASurveys'ｉｎ:P.E､Ａ・Standing

StudyGmuponPhysicalEducationinPrimaIySchools，fWiy窓j℃aﾉE芯ucatjonWrIhm局imaIyEuU“ｆｊＤｎ，

１986,pp､1421.

8)Ibjﾛ．

9)Ibjd・

１０)lbju

ll)lbju

l2)NCの必修教科は,数学,国語,科学（理科）の中心教科(corBsubjects)と基本教科(fOundalionsubjects）

に区分される.基本教科は技術,歴史,地理,音楽,美術,体育,外国語（11～16歳）からなり,地域によっ

てはウェールズ語が加えられる.またＮＣの内容には必修教科以外の教科にまたがる主題,テーマが

存在することが指摘されている．（DES,jValionajclmCujUm-1poIjPyrop厩ctjCE,,HMS0,1989.）1992年

に法制化された体育のNCの到達目標及び評価の手順の性格と内容に関しては,次の論稿で検討を

加えた.拙稿「英国（イングランド・ウエールズ）のナショナル・カリキュラム（1988）における

体育科の目標と評価」『広島大学学校教育学部紀要」第１部,第18巻,1996年３月．、

13)DES,Fhysj“IEpU“fj0nm的ejVatjOnaIChmCuJUm,HMS0,1992.体育のNCは,現場の実状をふまえなが

ら改訂された到達目標及び学習プログラムが1995年秋以降実施に移されている．（助ysjcal

EmJ“uり､、鋤ejValjmaﾉＱｌｍ℃ｕｌｕｍ,DFE,1995.）この改訂でも体育の必修は維持されている.ただし，

この改訂ではゲーム領域がキー・ステージｌから２，３，４の各段階を通じて必修とされたことのほ

か,学習プログラムの内容の削減,到達目標の記述の簡略化などの変更がなされている．

14)このNCは法定上の拘束力を持つものであるが,イングランドでは小学校のカリキュラムは,各学校

が作成するという伝統があったので,全国一律にこのNCが実施されたわけではない.例えば1995年

12月の1週間,筆者が訪問したしスター州,ラフバラ市内の公立小学校,ローズベリー・カントリー・

プライマリー・スクール(RoseberyCountryPrimarySchool)でも,英語や数学,体育等は区別された時

間配当があったが,歴史や地理や科学は区別せず,総合的な教科であるトピック学習とするカリキュ

ラムであった.ウインター校長先生(Mrs､Winter)のお話しでは,ＮＣに基づくこの小学校での体育の

変化は中学年の水泳を全員に必修とした程度であるということであった.ちなみに,この小学校には

プールがなく,地域の社会体育施設の屋内プールにバスで通って授業を行っているということであっ

た.(RoseberyPrimarySchool,RosebeIyS℃hooIFmSPecmsI”6bZ1995.）

15)この制度改正により,教員養成課程は次の３つの承認をそれぞれ受けねばならないことになった．

ｌ：課程の入学定員の承認．

２：学位など学問的称号の授与のための水準に達していることの承認

３：教師になるためのプロフェッシヨナルな準備として適している,つまり,修了時に有資格教師の

地位を与えるのに適していることの承認．
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この３つのうち,２は全国学位授与審議会ないし大学が権限を有し,ｌと３は教育科学大臣が権限を

有する.そしてこの３が教員養成機関の内容に関する課程認定制度であるとされている．（高野和子

「イギリスのCATE」「教師教育研究」第６号,1993年５月､p､110.）

16)ｍｅＮ副mnaﾉＱ、允政、and的e血jtjaImmmgofSIudEm,Ａ、℃lEdlj℃EnsEd71eacher葛NCC,1991.

17)その内容は,次の７項目にまとめられている．

１)NCが機能する法定の枠組みを知ること

２)教科内容と教授方法の知識

３)評価し成績を記録し報告する技能

４)ホール・カリキュラム(wholecumculum)の考え方

５)カリキュラムの継続性の理解

６)情報技術の能力

７)カリキュラムの計画と改訂の技能

これらの７項目の内容すべてをここで検討することはできないが,全体として教科中心のNCの性

格を反映した教科教育の力丑に加えて情報技術の能力のような社会生活からの要請が含まれてい

ることがわかる．（InitialT℃acherTminingCouIses:AccrEdiationCriteriaCircular24/89(ＷＯ５９/89).）

18)HMI,meFmiもssjonaJn面mingofF強maD'SnhooI7“ch誌:Ｍ２1℃hI988LJhmeI989DES，

1991,p､6.,p､8.

19)DES,mejVew71eachermSd】ooI--ASurveybyHMIm且391and＆WalbsI”7L-HMSO,1988.

20)HMI,乃eFm企s唾i”aﾉ乃温mingoffリブｍａ〃SじhooI7“Che応:M2r℃hI988-JhmeI98父DES,1991,p､15.

21)プライトン大学の教育・スポーツ・レジャー学部に設置された初等教員の資格取得コース

（BachelorofArtswithQualifiedT℃acherStatus)は,初等教員養成課程としては,イングランドでも数

少ない体育の教科専門コースを提供している機関である.箪者は,1995年から1996年にかけてイング

ランドのウオーリック大学で在外研究に従事されていた福島大学の坂上康博氏を通じて,このコー

スの存在を知ることができた．

22)UniversityofBrighton，PmSpea1心FUlI-血eandsandwj瞳h危窓rdBg配andd城omacouI3esI995

emyP､63.

23)UniversityofBrighton,UniversityofBrightonFacultyofEducation:Sport＆陸ism巳:Schoolof

Education:FacultyModularScheme:SubjectStudyNov.,1994,p､1.

24)IbjpL,pp・'8-20.

25)サーキュラーに示された規準は次の４項目からなっている．

ｌ：教員養成の目的(AimofT℃acherTrining)．

２：新しい教員に期待される能力(CompetencesExpectedofNewlyQualifiedTeachers)．

３：教員養成コースへの要求(RequiIEmentsfbrCoursesofhitial唖acherTmining)．

４：教員養成機関と学校のその他の責任(OtherResponsibilitieSofInstitutionsand
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Schools)．

サーキュラーの中で規準改訂全体を通じた特徴が次の４点にわたり説明されている．

ｌ：学校と学校参加に費やされる時間(Timetobespentinschoolsandschoolinvolvement)．

２：能力(Competences)．

３：中核教科に費やされる時間(Timetobespentoncoresubjects)．

４：入学資格(EntryRequiIementS)．

（DepartmentfbrEducation,Cimularl4/93,乃emjIjam麺mgofPｹmaJySdmoﾉ泥acheJ翫

ノVewCh1℃嵐a極Cbu応es.）

26)DepartmentfOrEducation,CiICularl4/93,memjKjaﾉ乃宜､加gof局加ａＩｙＳ℃f1oom9a的er翫JVEwO㎡reIa

lbrCbuJ5es,pP､8-9.

27)IbjULp､8.

28)lbjq【p,10.

29)S､Cape1,Ｍ.Whitehead,'nleRefOrmoflnitial７℃acherTraining'， ｍｅＢＪtjsh､ﾉ０umaﾉofFhysjCaノ

Ｅ血cap皿PEA,Vol,25.,Ｎ0.4.,1994,pp､5-8.

30)Ibid、

31)PEA-UnitedKingdomHigherEducationhteIBstGroup(SCOPE),WednesdaySeptember21stl994.(ｍｅ

ｒ巳portaboutthemeetingofHigherEducationallnterEstGrouplnitialTもacherTrainingonSeptember21st

l994.）

32)IbmL

33)IbmL

34)OFSTED,ｍｅ画趣mgof”maJysdbooI舵acheI窓：Ｍａ1℃hI991-MaI鋤I”２，ＨＭＳ0,1993,pp,2-4.

35)Ibjd,p・'9.

36)jbjdL,p､20.

表１初等教員養成機関の体育科目時間数の変化

教育学士課程 ＰＧＣＥ課程

60時間以上 40時間以下 30-40時間 30時間以下 0時間

1977年（78校） 12％ 72％ 100％ 13％

1983年（39校） 23％ 46％ 15％ 85％ 0％

1993年（40校） 5％ 80％ 76％（25時間以下）

＊表１は、１）の文献に掲載された図表と２）の文献を参考に筆者が作成した。
１）MickMawerandBrianHead-Rapson．，ProfessionalCoursesinPhysicalEducationfor
Non-SpecialistPrimaryandMiddlQSchoolTeachers,Pﾉhysj“ﾉEt血Ｃａ"”Ｗｉ"b伽Pγj加α〃Euh4“"”,
１９８６，ｐｐ､１４－２１．

２）PEA-UnitedKingdomHigherEducationlnterestGroup(SCOPE)，WednesdaySeptember21st
l994．
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表２体操コースの体育科目の時間配当（1977年-1983年）
出典MickMawerandBrianHead-Rapson，，ProfessionalCoursesinPhysicalEducationfor

Non-SpecialistPrimaryandMiddleSchoolTeachers，ＰＨＵ忍士αＩＥＩ唾α胸就ＷＺ姉Ｆﾚｫｼ”γｙＥｆ唾α吻加，
１９８６．

1982/8３

Ｎｏ
Ｔｉｍｅ ５

AllocationHours

1 9 7 7 １

TimeAllocationfbrGymnasticsCou応eｓ

５－１０
Hours

ll-15
Hours

1２６

１７ ４

ｌ６－２０
Ｈｏｕｒｓ

１

21-25

Hou応

３

２

２６－３０
ＨｏｕＩ電

２

３

３１Plus
Hours

Ｔｏｔａｌ
Ｎｏｏｆ

Ｃｏｕ室e負

Mean

Hours

2５１３．７

２３０１３．７

表３ボール運動コースの体育科目の時間配当（1977年-1983年）出典同上書

TimeAllocationfbrCou応eｓｉｎｔｈｅＴｅａｃｈｉｎｇｏｆＧａｍｅｓ

1982/8３

Ｎｏ
Ｔｉｍｅ ５

AllocationHours

1 977１ ４

５－lO
Hours

1２

1６

l1-15
Hours

３

３

l6-20

Hours

４

２

２１－２５

Hours

３

１

２６－３０
Hours

３

２

３１－５５
Hours

１

Ｔｏｔａｌ
Ｎｏｏｆ

ＣｏｕｘＢｅｓ
Ｍｅａｎ
ＨＯｕｒｓ

2３１４．７

3０１１．１

表４ダンスコースの体育科目の時間配当（1977年-1983年）
出典MickMawerandBrianHead-Rapson，，ProfessionalCoursesinPhysicalEducationfor

Non-SpecialistPrimaryandMiddleSchoolTeachers，j回りijsjcaﾉＥｆ“α吻邦Wjf脚月か､”yEfzdEa胸加，
１９８６．

Ｎｏ
Ｔｉｍｅ ５

AllocationHours

TimeA11ocationfbrCoursesintheTもachingofDance

岳lOU-15
Houx電Hou応

l6-20
HouI君

21-2526-30
ＨｏｌｍｓＨＯｕｒｓ

31-35
Hours

３５Plus
Hou応

Total
Noof

CouIちeｓ
Ｍ理ｎ
Ｈｏｕ応

1 982/8３３１９６ ２ １ ２ 2５１３．２

1977２１１６４１４１１ 3０１０．９

表５水泳コースの体育科目の時間配当（1977年-1983年）出典同上書

TimeAllocationfOrCour葛ｅｓｉｎｔｈｅＴもaｃｈｉｎｇｏｆＳｗｉｍｍｉｎｇ

No

Time
Allocation

1982/8３１０

1977１４

５

Hours

３

４

缶1０l1-15
HouI電 Hou庵

１

８ １

4０

１ヶ２０
Hou応

１

２１－２５26-30
HOuX5 Houx壱

１

１ １

Ｔｏｔａｌ
Ｎｏｏｆ

Ｃｏｕｒ５ｅｓ

2５

2９

Mean
Hours

5.4
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SEにＤＮＤＡＲＹ ＰＩ１１ＭＡＲＹ

血thematicsI可丁＝Z蚕弓1Mathemat

[lDram息

omeEconomjcs脹霊アコ

NumberBofStudieg

DistributionofBEdstudents(allyeaI写)ｂｙsub紀ctandphuse,1984．

図１教育学士課程の学生の教科別、分野別祷成

出典ＤＥＳ,Ｑ“"〃伽scho"ｓ－ﾉﾉｈｇｊ域ｊねノ”i減加ｇ
”jeajbg応－Ａ加ＨＭ７ｓ"ugy,ＨＭＳ０，１９８７．

＜付記ｌ＞本稿は、立命館大学末川記念会館で開催された日英教育研究フォーラム第５回大会

（1996年８月31日）で行った口頭発表をもとにまとめたものである。

＜付記２＞本稿で用いたプライトン大学の資料の収集にあたり、福島大学の坂上康博氏に大変お世

話になりました。ここにその旨を記してお礼を申し上げます。
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